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末広　和真 くん
末広　卓実さん（酪進地区）

『警察官になりたい。』

佐藤　雄琉 くん
佐藤　雄太さん（常盤地区）

『牛飼いになります。』

安斉　えな ちゃん
安斉　悟さん（本別地区）

『ケーキ屋さんになりたいです。』

小見山　陽愛 ちゃん
小見山　金也さん（農協職員）

『看護師になりたい。』

出雲寺　将太 くん
出雲寺　仁さん（常盤地区）

『社長になりたい。』

岡田　真琴 ちゃん
岡田　好正さん（西竹地区）
『警察官になりたい。』　

青木　結 くん
青木　達也さん（新栄地区）

『宇宙飛行士になりたい。』　

赤池　琴音 ちゃん
　赤池　祐介さん（本別地区）
『ケーキ屋さんになりたい。』

中垣　風花 ちゃん
中垣　隆二さん（本別地区）

『ケーキ屋さんになりたい。』

横井　由依奈 ちゃん
竹下　豊さん（上標津地区）
『美容師さんになりたい。』

組合員・職員の同居家族

大きくなったら何になりたい
ですか？

１
年
生

ピ
カ
ピ
カ
の
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結婚しました 結婚祝い金の贈呈

これからの抱負を一言これからの抱負を一言

　4月7日、小林圭君と小林七
な
美
み
葉
は
さん、株田優嗣君と株田社

と
季
き
さんの２組へ組

合長より結婚祝い金の贈呈が行われました。
　２組とも末長い幸せをお祈りしております！

小林圭君「これからも二人で協力して農場を大きく
してゆきたいです！」
小林七

な
美
み
葉
は
さん「まだ、わからないことも多いので

すが、早く戦力になれるよう頑張りたいです。」

株田優嗣君「騒がしく、元気に頑張りたいです！」

株田社
と
季
き
さん「おしとやかにしてゆきます。」

お買い上げありがとうございます！お買い上げありがとうございます！たくさんお越しいただきました！たくさんお越しいただきました！

　4月１３日にふぁーまっく前駐車場にて『春の園芸市』開催されました。
　当日は天候に恵まれ、多くのお客様が園芸資材や肥料等をご購入しに来場いただきました。
　来場いただきました皆様、誠にありがとうございました。

春春のの園芸市園芸市 開催
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クミカン入力勉強会開催‼
　
令
和
４
年
４
月
１５
日
、
ク

ミ
カ
ン
入
力
勉
強
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、
営
農
部
職

員
が
説
明
者
と
な
り
、
営

農
計
画
と
ク
ミ
カ
ン
実
績

を
比
較
、
実
際
に
自
分
の

牧
場
は
儲
か
っ
て
い
る
の

か
検
証
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
催
時
間
内
で
あ

れ
ば
ど
の
時
間
で
も
自
由

に
入
退
室
可
能
に
し
、
感

染
症
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
分
の
牧
場
の
作

業
状
況
に
よ
っ
て
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
新
た
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
２
ヵ
月
毎
に
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
営
農
計
画
と
ク
ミ
カ
ン
を
比
較
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

5

販売部　酪農課
酪農係

川
かわ
上
かみ
　大
だい
地
ち

金融共済部　金融課
金融係

石
いし
村
むら
　華

か
鈴
りん

　
こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合　

販
売
部
酪
農
課　
酪
農
係
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
、
川
上
大
地
と
申
し
ま
す
。
2

月
に
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
、
3
月

か
ら
末
ま
で
販
売
部
酪
農
課
で
研
修
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
組
合
員
の
名
前
を
覚
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
今
で
も
職
員
や
組

合
員
の
方
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
捗
れ
な
い
こ
と
が
私
自
身
の
難
題

で
す
が
、
そ
れ
で
も
新
し
い
環
境
の
中

で
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
４
・
5
日
で
行
わ
れ
た

新
採
用
職
員
研
修
で
は
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
を
再
び
学
び
ま
し
た
。
社
会

人
と
し
て
の
認
識
を
高
め
、
今
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
探
し
「
報
・
連
・
相
」

を
日
常
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
以
上
の
点
を
含
め
こ
れ
か
ら
先
、
自

分
が
ど
の
よ
う
な
農
協
職
員
に
な
る
の

か
を
想
像
し
、
自
分
が
な
ぜ
農
協
職
員

を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず

に
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
ほ
か
の
人
と
比
べ
て
経

験
が
足
り
な
い
の
で
人
一
倍
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な
け
れ

ば
す
ぐ
に
聞
き
、
皆
様
の
ご
指
導
を
頂

き
な
が
ら
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
協
職
員
に
な
っ
た
こ
と
を
意
識
し
、

多
く
の
方
々
に
認
識
し
て
も
ら
い
ま
す

よ
う
日
々
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合
金

融
共
済
部
金
融
課
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
石
村
華
鈴
と
申
し
ま
す
。

　
３
月
に
北
海
道
中
標
津
高
等
学
校
商

業
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
３
月
7
日
か
ら
一
週
間
ず
つ
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
総
務
課
、
Ａ
マ
ー
ト

で
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
窓
ふ
き

や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ
け
方
な
ど
教

わ
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
総
務
課
で
は
、
事
務
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
リ
ン
ト
を
仕
分

け
す
る
作
業
や
、
郵
便
物
の
整
理
な
ど

覚
え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ａ
マ
ー
ト
で
は
、
品
出
し
や
配
達
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
事
務
仕
事
な
ど
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
棚
卸
の
時
期
で
忙
し
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
丁
寧
に
細
か
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
関
わ
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
く
研
修
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
を
通
し
て
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
貢
献
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
行
動
し
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●● ●● ●●  新採用職員のあいさつ新採用職員のあいさつ  ●● ●● ●●
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令和４年度 手つなぎの会 総会
　令和4年4月21日㈭、令和4年度
手つなぎの会の総会が開催されまし
た。
　会員10名、事務局２名の計12名の
参加となり、拍手をもって全ての議案
が承認されました。

議案第１号…�令和３年度
　　　　　　活動報告について

議案第２号…�令和３年度
　　　　　　収支決算について

議案第３号…�令和４年度
　　　　　　活動計画（案）について

議案第４号…�令和４年度
　　　　　　収支予算（案）について

議案第５号…役員改選について

　雪解け後、車の汚れが気になる季節です。スタン
ドでは「洗車アイテム」を取り揃えております。そ
の他、夏用ワイパーや、タイヤの注文もお待ちして
おります。

おすすめ
商品!春の

スタンド

計根別農協青年部
第71回通常総会

令和４年４月18日㈪開催　（書面議決）

議案第１号　�令和３年度　事業報告並
びに収支決算の承認につ
いて

　過半数以上の賛成をもって可決され
ました。
議案第２号　�令和４年度　事業計画並

びに収支予算（案）の設定
について

　過半数以上の賛成をもって可決され
ました。
議案第３号　�令和４年度　部費の賦課・
　　　　　　徴収方法について
　過半数以上の賛成をもって可決され
ました。
乳質改善共励会
　体細胞の部　第１位　南部支部
　生菌数の部　第１位　南部支部



イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

P.N. ガンプラ大好きっ子さん

P.N. セカイの豆腐さん

P.N. メタモンカービィさん

P.N. 甘露寺　蜜璃さん

P.N. 西竹娘。さん

P.N. エリザベスさん

P.N. 無敵のマイキーさん

P.N. ななしさん

初
掲
載
と
な
る
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
今
回
は
８
枚
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
！

引
き
続
き
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
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JAJAグループグループ通信通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

ＪＡ北海道信連

ホクレン

�各団体の詳しい取り組み内容については、
�ＷＥＢサイトをご覧ください。

　JAグループ北海道が協賛する「あぐり王国北海道NEXT」では、米の消費拡大を目指し、
全道各地のご当地JAカレーを集めたグランプリを初開催しました。
　公募した結果、12JAの参加となり、発表順を決める緊張のくじ引き、その土地自慢の農
畜産物を活用したカレーのPR、JA職員の個性豊かな全力プレゼン、悩ましい実食審査など、
見どころが満載です。

　ナンバー１カレーはどのJAが獲得したのか！？

　JAバンクでは、次世代を担う子供たちへの食農教
育を支援するため、農業とわたしたちのくらしをテー
マとした教材本とＤＶＤを作成し、道内各地のJAを
通じて全道の小学校・特別支援学校に毎年贈呈してい
ます。

　令和4年度においても、
北海道教育委員会等のご理
解、ご協力のもと、全道
1,005校の小学５年生（約
4万人）と、20校の特別支
援学校へ、教材本等の贈呈
を行いました。

　２月11日、滝野スノーワールド（国営滝野すずら
ん丘陵公園）にて、冬の北海道を楽しむイベントとし
て開催された”米そり（米袋そり）”を使ったレース
に協賛しました。
　キッズ・ジュニアクラスと、一般クラスの２クラス
に分かれ、約200名が120ｍ近くあるコースでタイム
を競い合いました。
　優勝者には米１俵（60㎏）が
プレゼントされた他、飛び賞、
ベストドレッサー賞、パフォー
マンス賞などもあり、会場は大
いに賑わいました。

　JA共済ホームページの『ひと・まとめプラン』ペ
ージかから掛金シミュレーションを行い、資料をご請
求いただいた方の中から、抽選で240名様に素敵な賞
品をプレゼントします。
　キャンペーン第１期は９月30日㈮まで。この機会
にJA共済のホームページへのアクセスお待ちしてい
ます！

　みなさんは１年に１回、健康診断を受けています
か？道内12か所の厚生病院・クリニックで受診でき
ます。
　医療併設型という特性を活かして、がん検診を含め
た総合的な疾病予防対策も積極的に展開しています。
検査の項目が充実しており、ご希望で追加できるオプ
ション検診もたくさん
ありますので、詳しく
は厚生連、または各病
院のホームページをご
覧ください。

HBCにて4月23日㈯・30日㈯の
17時から2週連続放送です！

◆ご当地JAカレー１グランプリを開催!!

◆教材本贈呈事業を展開

◆第２回 北海道米そり選手権に協賛

◆資料請求キャンペーンを実施

◆人間ドック受診のご案内

HBCの無料動画配信サービス「もんすけ
TV」では、５月末まで見逃し配信も実施
しますので、ぜひご覧ください！
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標津 業高校中
なか

農
のう

通
つう

信
しん

　昨年度より、ＪＡけねべつ広報誌において、
「中標津農業高校通信」の掲載をいただきまし
て、誠にありがとうございます。また、日頃よ
り本校の教育活動に、ＪＡの皆様をはじめ、組
合員の皆様に多大なご支援とご協力をいただい
ておりますことに、深く感謝申し上げます。

　本校は町立高等学校として、スクール・ミッ
ションを『地域や社会の持続可能な発展に貢献
できる人材の育成』と掲げ、地元の多様な資源
を活用した新製品の開発や栽培作物の研究、関
係機関・大学・企業と連携したプロジェクト活
動を推進し、環境保全型の農業の研究を進める
とともに、高度先端技術を生かした教育内容の
充実に努めております。
　特に農業クラブの実践的な活動のひとつであるプロジェクト活動では、地域課題解決に対す
る意欲を高めながら、積極的に地域連携を図るとともに、次代へ向けた協働的で持続的な活動
の展開を見据えながら、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」を取り入れた活動を推進しており
ます。

　校訓「創造・忍耐・努力」に象徴される校風を継承しながら、『育成を目指す資質・能力に
関する方針（グラデュエーション・ポリシー：基本的な出口の方針）』を、次の５点にまとめ、
中標津農業高校で学んだ生徒が、北海道内外だけではなく、グローバルな活躍ができるよう、
生徒の成長をＪＡの皆様、組合員の皆様、地域の皆様と共に育んで参りたいと思います。

【育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）】
○�基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力の育成に努
める
〇多様性を尊重する態度や持続可能な社会づくりに向けた態度の育成に努める
〇道徳教育や体験活動、多様な表現や鑑賞を通して、豊かな心や創造性の育成に努める
〇�体験的な学習を通して、勤労の尊さや喜びを体得させ、望ましい勤労観、職業観の育成
に努める
〇自らの国や地域の伝統や文化について理解を深め、尊重する態度の育成に努める

　引き続き、次号からは、本校の具体的な取り組みや生徒の活躍等、お伝えして参ります。併
せまして随時ホームページを更新いたしますので、ご覧くだされば幸いです。

　今後も、ＪＡの皆様、組合員の皆様に信頼され、ご期待に応えることができるよう、全教職
員が一丸となって教育活動に邁進しますので、中標津農業高校（中農）に、温かいご支援とご
協力をお願い申し上げます。

北海道中標津農業高等学校長　　渡　辺　晃　史
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昔昔をを振り返って振り返って
発行日：平成4年５月20日（５月号）

・�現在は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止と
なっております、スプリングフェア　ですが、30
年以上前から開催されている歴史のある行事となっ
ております。
　�とても盛り上がる一大行事なので、再び開催される
日がとても待ち遠しいですね…。
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普及センター通信根室農業改良普及センター

北根室支所 272-2163
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春は牛舎の窓を開けよう！

　５月は、中旬以降一気に気温が上がる傾向があり（図1）、
日によっては一時的に20度を超える時もあります。
　特に、搾乳牛は、人が感じる適温よりも10度程度低い気
温を好む生き物です。気温に応じて、カーテンを開けたり、
ファンを動かせるような準備が必要です。

 １　換気不足による生産への影響
　換気が不足していると、採食量が不安定になり、ちょっと
した気温の変化で軟便や乳房炎、子牛の肺炎が発生しやすく
なります（図２）。
　また、直接症状が現れなくても、
分娩後の立ち上がりがなんとなく遅
れたり、乳量がパッとしないことも
あります。

 ２　春の換気対策
　　①施設や設備を確認しよう！
　「いざ換気をしようとした際に窓
やカーテンがきちんと開かない」、
「防鳥ネットの目にほこりが詰まっている」、「ファンの調子が良
くない」など、換気を妨げる要因は様々です。これらの要因が
見つかれば、早い段階で修繕しておきましょう（写真１）。
　②入気のために窓やカーテンを開けよう！
　自然換気の場合は窓やカーテンを十分に解放し、新鮮な空気
が入るようにします（写真２）。トンネル換気の場合は、窓を閉
め隙間を塞ぐことで陰圧効果を高めることができます。入気口
を大きく開放し、送風および排気用のファンを乳牛の状態や空
気の質を見ながら調整します。

　ファンの清掃により換気効率が向上した事例などもあります。
換気扇の点検や電気関係で不安な点があれば業者に見てもらう
ことをおすすめします。
夏本番になるとさらに換気に注意する必要があります。もし、
牛舎換気を改善したいと思っている場合など普及センターにご
相談ください。

写真２　取り外すと排気量が倍増

写真１　きれいに管理されている防鳥ネット

図１　根室管内における５月の平均気温
※データは根室管内５カ所のアメダスより

　　　　　　　　　　　図２　換気不足による生産への影響　
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飼養頭数規模拡大が牛乳生産費に及ぼす影響と飼養頭数規模拡大が牛乳生産費に及ぼす影響と
ＴＭＲセンター加入によるコスト低減効果ＴＭＲセンター加入によるコスト低減効果

酪農試験場　酪農研究部
乳牛グループ

金子　　剛

１．試験のねらい
　草地型および畑地型酪農地帯の経産牛150頭以上の大規模酪農経営においてＴＭRセンター（以下、Ｔ
ＭRＣ）を利用して自給粗飼料を安定確保する事例を対象に、自給粗飼料の安定確保が牛乳生産費に与え
る効果を明らかにするため、飼養頭数規模と牛乳生産費の関係および地域間差の検討、大規模酪農経営に
おける牛乳生産費の実態とＴＭRＣ利用が牛乳生産費等に及ぼす効果について検討しました。

２　結果
　草地型酪農経営は大規模ほど経産牛１頭当たり濃厚飼
料給与量が多いため、個体乳量は高まりますが、実搾乳
量100kg当たり全算入生産費は横ばいです。一方、畑地
型酪農経営の１頭当たり全算入生産費は、経産牛100頭
以上層はとうもろこしサイレージ給与比率が少ない下で
個体乳量が低く、100kg当たり全算入生産費は高まりま
した（図１）。
　次に、調査対象地域における経産牛200頭以上層の牛乳
生産費をみると、根室は経産牛150～199頭層よりも１頭
当たり全算入生産費が高く、100kg当たり全算入生産費
も高いですが、十勝は経産牛150～199頭層よりも１頭当
たりおよび100kg当たり全算入生産費は低いです。根室・
十勝ともに、ＴＭRＣ加入経営は非加入経営に比べて経
産牛１頭当たりの流通飼料費と牧草・採草・放牧費の合
計は高くなりますが、個体乳量は1,000kg程度高いため、
ＴＭRＣ加入経営の100kg当たり全算入生産費は非加入
経営より低い結果でした（図２）。根室と十勝の差は、施
設投資時期の違いによるもので、十勝の生産費が低く算
出されました。いずれの大規模酪農経営も、１頭当たり
耕地面積の縮小で自給粗飼料の不足が生じた結果、ＴＭ
RＣ非加入経営は個体乳量や飼料効果が停滞し、100kg
当たり全算入生産費の低減は抑制されていました。
　規模拡大で生じた粗飼料不足等の課題解決に向け、経
産牛200頭以上層の調査事例はＴＭRＣに加入し、成牛
換算１頭当たり耕地面積の増加、草地更新率の向上、ふ
ん尿施用量の適正化の実現とともに、適切な飼養管理の
下で高乳量を実現した結果、１頭当たり全算入生産費は高まるが、飼料効果向上により100kg当たり全算
入生産費を6.2～8.6％低下しました（図３）。

３．おわりに
　以上のように、自給粗飼料が不足する大規模経営がＴＭRＣに参加することで、牛乳生産費を低減して
いましたが、酪農経営間および頭数規模間で自給粗飼料過不足が生じている地域での調査結果です。また、
牛乳生産費低減には乳量及び飼料効果の向上が必要です。

（現　中央農試　農業システム部
農業システムグループ）

図１　経産牛頭数別・地帯別牛乳生産費（2016）
注）草地型は耕地に占める牧草比率が80％以上とした。
出典）農林水産省牛乳生産費調査個票の組み替え集計

図２　経産牛頭数別・地帯別牛乳生産費（2019）

図３　調査事例におけるTMRセンター加入前後の
牛乳生産費（2019）
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　４月19日現在 2,000円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 ５7３ 4５7 90５,３00 １6５,000 ５7１,906 -１92,7３１
乳牛・ホル初妊ET 84 72 96５,800 ５５2,200 797,042 -9５,7３9
乳牛・ホ無　初妊 7 6 6１2,700 ３8３,900 48３,6３３ -2５7,787
乳牛・ホ無　初妊ET 2 １ 8３2,700 8３2,700 8３2,700 8３2,700
乳牛・ホル　経産牛 0 0 0 0 0 0
その他の乳用種 0 0 0 0 0 0
合　　　　計 666 ５３6 96５,800 １6５,000 60１,647 -１7５,9５9

令和３年度３月末　管内農協生乳受託実績表	 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　4月14日開催分	 税込み

４月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭���数 先月との差

未 経 産 12 ヶ 月 未 満 ３,696 -３6
未 経 産 12 ヶ 月 以 上 4,１76 -１2５
そ の 他 の 未 経 産 １2３ 20

計 7,99５ -１4１
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,720 -１77
そ の 他 の 経 産 牛 ５５ １

計 9,77５ -１76
合　　　　　　　計 １7,770 -３１7

肉　　用　　種（区分） 頭���数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス ５86 ３2
黒 毛 和 種　 オ ス 92 20

計 678 ５2

合　　　　　　　計 678 ５2
総　　　合　　　計 １8,448 -26５

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉素・黒毛　メス 516 489 939,400 162,800 684,906 -15,459
肉素・黒毛　メス　EＴ 436 421 1,003,200 347,600 725,694 -51,635
肉素・黒毛　メス計 952 910 1,003,200 162,800 703,776 -24,774
肉素・黒毛　オス
肉素・黒毛　去勢 677 649 1,102,200 166,100 787,605 -23,720
肉素・黒毛　去勢　ET 541 510 1,108,800 418,000 838,312 -30,423
肉素・黒毛　去勢計 1218 1159 1,108,800 166,100 809,918 -22,086
肉素・短角種　去 0 0 0 0 0 -412,560
肉素・肉専用種�去 0 0 0 0 0 -438,900
繁 殖 ・ 黒 毛 59 59 2,048,200 397,100 890,981 178,738
繁殖・乳用交雑 15 11 833,800 625,900 736,600 -19,333
廃 用 ・ 黒 毛 116 116 733,700 163,900 388,556 55,281

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
J A 標 津 町 9,6３4,987 １02.2 １１2,0３2,１62 １04.５ １24
J A 中 標 津 町 １３,4１8,967 １07.５ １５３,１46,３３３ １07.8 １64
Ｊ Ａ け ね べ つ 8,107,357 103.1 94,740,188 104.6 125
J A 中 春 別 １１,１３7,３00 １0３.0 １29,987,420 １02.6 １62

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,290,１29 １0３.2 94,666,692 １0３.4 １１9
上 春 別 支 所 6,0５6,087 １02.4 7１,272,26５ １04.１ 67
別 海 本 所 １３,５2５,48３ １02.6 １60,0１１,49３ １0３.9 2１7
根 室 支 所 4,５06,722 １04.8 ５３,2５５,8５8 １0３.１ 77
小　　　　計 ３2,３78,42１ １0３.0 ３79,206,３08 １0３.7 480

合　　　　　計 74,677,0３2 １0３.7 869,１１2,4１１ １04.4 １,0５５

ホクレン根室家畜市場	一般市場　4月13日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場	乳牛市場（セール）4月18日開催分	 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　育成 ３2 29 ３69,600 ５３,900 2５0,876 -１３9,8１7
乳牛・ホル　初妊 １2 １2 49５,000 ３4１,000 4３6,５１7 -229,１9５
乳牛・ホル　経産 １07 １07 620,400 94,600 2５0,24５ -6５,１１５
乳牛・ホル・無経産 １３ １３ ３88,３00 １１9,900 2１7,１2３ 2１7,１2３
肉素・黒毛和種・メス １ 0 0 0 0 -40１,220
肉素・黒毛和種・オス 0 0 0 0 0 -３３,１５6
肉素・黒毛和種・去 １ 0 0 0 0 0
肉素・乳用交雑・メス 0 0 0 0 0 0
肉素・乳用交雑・オス 0 0 0 0 0 0
肉素・ホル中犢・メス 2 2 20,900 １１0 １0,５0５ -１３0,2５５
肉素・ホル中犢・オス 8 8 82,５00 ５,５00 ３１,76３ -7,５49
肉素・ホル中犢・去 0 0 0 0 0 -１09,080
肉素・ホル・メス １9 １9 ３１2,400 ３５,200 2１4,0３7 20,１77
肉 素・ホル・オス 0 0 0 0 0 0
肉素・その他・メス １ １ １,１00 １,１00 １,１00 １,１00
肉素・その他・去 １ １ １,１00 １,１00 １,１00 １,１00
初生・黒毛和種・メス 20 20 ５9５,１00 222,200 46１,6１５ 7,３３３
初生・黒毛和種・オス 27 27 66３,３00 4１6,900 ５88,4５9 2３,7３１
初生・乳用交雑・メス １4３ １4１ 2３6,５00 １,１00 97,５72 -１0５,246
初生・乳用交雑・オス １47 １47 ３48,700 24,200 １66,826 -１40,１３9
初生・ホル・オス １28 １27 １8３,700 １,１00 70,0１9 -３５,298
初生・ホル乳用・メス 47 47 １82,600 １１,000 １１３,862 -１97,42３
初生・異性双児・メス １0 １0 27,５00 １１0 １３,4３１ -３５,660
初生・その他・メス 0 0 0 0 0 0
初生・その他・オス 2 １ １１0 １１0 １１0 -５9,290
廃 用 黒 毛 和 種 0 0 0 0 0 -29５,３80
廃用・乳用交雑 １ １ １7３,800 １7３,800 １7３,800 -１３2,920
廃 用 ・ ホ ル １87 １87 ３５4,200 22,000 １５2,27１ -５9,77５
廃 用 ・ そ の 他 0 0 0 0 0 -96,１20
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まちがいさがしまちがいさがし

住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する＋イラストコーナー
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1 　 2 　 3 　 41 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 85 　 6 　 7 　 8

99 　　 1100 　　1111 　　1122

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12

5月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャン
スなどを募集しています！営農支援係までメールするか事務所
玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

◆喜びもつかの間
　雪がとけてきたら、枝やらゴミやらたくさん
出てきて…春がうれしかったのですが二ガ笑い
してしまいました。 （ペンネーム　かぼちゃん）
◆春の発見
　散歩の途中で見つけた、ふきのとう。春がき
ましたねー。これから楽しみに春の香いただき
ます。 （ペンネーム　なかよしさん）
◆蝶々🦋
　今日、学校のかえりちょうちょうが２匹とん
でいたのを見たよ！やった！！

（ペンネーム　ちょうちょう大好き男さん）

まちがいさがし
4月号の答え 2 5 6 7 12

抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農支援係でお受け取りください。
※�《応募方法》《締め切り》につきましては、最終ページ下段を
ご覧ください。

下川原はるかさん

山下　博美さん

近藤　亜希さん

武田　州司さん

山田　　暁さん
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　だんだんと暖かい日も増え、過ごしやすい季節となってまいりました。
牛たちにとっても入牧が始まる時となっております。…そんな「待ちに待っ
た入牧」をテーマとした素敵な作品をお待ちしております。
　（5月25日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。
　また、お題の写真も募集しております。素敵な写真がありましたら、是
非ご提供してください。

先月のお題は「春のはじまり」でした！

◦ 「まちがいさがし」正解者５名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。なお、正解者多数の場合は抽選とさせていた
だきます。

《応募方法》�前ページの点線の部分を事務所入り口に設置して
いる投書箱へ。 または、営農支援係までFAX（78-
2048）をお願いします。

《締め切り》2022年５月25日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」2022年６月号誌上


